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バスパーキングの使用について（お知らせとお願い）
標記の件につきまして、全校児童の安全にかかわる大切なことですので、下記の内容を必ず熟

読していただき、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

記

１ 基本的な考え方 (児童・保護者・地域の皆様の安全のために)

○バスや送迎の車との交錯を防ぐため、登下校時に児童が正門前を一切通らないようにします。

→【重要】安全のため、正門内駐車場ポ－ルより奥への送迎車両の進入はおやめください。

○下校時、バスが先に各駐車場所に待機し、児童が乗り込むのを待つことを原則とします。

○登下校時に、バスが路上で一時停車することによる、周辺道路への交通障害を避けます。

２ 登校時について（※裏面の図①参照）

○バス７台すべて、バスパーキング内に順次到着します。

（ 、 。）その日の交通事情等により到着順が異なるため パーキング内の降車場所は変動いたします

（１）バス利用児童の経路

Ａ バス利用児童 ：バスパーキング→職員駐車場内横断歩道→児童玄関

（２）徒歩児童の経路

Ｂ 天神・比田井方面：児童通用門→児童玄関

Ｃ 高橋橋方面 ：バスパーキング西出入口→バスパーキング内歩道

→職員駐車場内横断歩道→児童玄関

Ｄ 大谷地方面 ：児童館前横断歩道→バスパーキング西出入口

（児童館駐車場も） →バスパーキング内歩道→職員駐車場内横断歩道→児童玄関

３ 下校時について（※裏面の図②参照）

○布施雁村、春日湯沢、春日岩下、印内観音寺、合の沢畳石の各バスは、バスパーキング内の各

乗り場より発車します （バスごとの乗り場は固定です ）。 。

○御牧原バスと長者原バスは、校門前バス停より発車します。

（１）バス利用児童の経路

Ａ ①布施雁村バス、②春日湯沢バス、③春日岩下バス、④印内観音寺バス、⑦合の沢畳石バス

：児童玄関→職員駐車場内横断歩道→バスパーキング内各バス乗り場

Ｂ ⑤御牧原バス、⑥長者原バス

：児童玄関→児童通用門→校門前バス停



（２）徒歩児童の経路

Ｃ 天神・比田井方面：児童玄関→児童通用門

Ｄ 高橋橋方面 ：児童玄関→職員駐車場内横断歩道→バスパーキング内歩道

→バスパーキング西出入口→高橋橋方面へ

Ｅ 大谷地方面 ：児童玄関→職員駐車場内横断歩道→バスパーキング内歩道

→バスパーキング西出入口→児童館前横断歩道→大谷地方面へ

Ｆ 児童館へ行く児童：児童玄関→職員駐車場内横断歩道→バスパーキング内歩道

→バスパーキング西出入口→児童館前横断歩道→児童館へ

４ お車での送迎について

本校では「徒歩通学の児童は、歩いて登下校を行い、日ごろから体を動かし健康に過ごせるよ

うに心がける。バス通学の児童もバス停まで交通安全に気をつけて歩き、決められたバスで登下

校する 」ことを基本的な考え方としております。ただし、通院や習い事等の特別な事情がある。

場合で、お車での送迎が必要な場合は、以下のようにお願いいたします。

（１）正門内駐車場 【銀色のポールと正門の間のみ】 への駐車

正門は登校日は常時開いています。本校への送迎はこちらをご利用ください。○

○以前、駐車場内で事故があったため、今までも送迎車両はポールより奥へは入らないようお願

いをしてまいりました。ポールより奥に横断歩道が設置されており、たくさんの児童が横断し

ますので、 。児童の安全のため、ポ－ルより奥への送迎車両の進入はおやめください

（２）送迎にかかわるお願い

児童館駐車場は、児童館を利用しない児童の送迎にも利用できます。○

、 。○児童の安全のため 児童館駐車場にて児童がお迎えの車を待つことがないようにお願いします

（待つ場合は児童館を利用し、児童館内で待つようお願いします ）。

○ これまでもバスパーキングでの送迎は控えていたバスパーキング内での送迎はおやめください。

だいていましたが、安全を確保する観点からご理解とご協力をお願いいたします。

※上の(1)と(2)につきましては、児童の安全確保のために、実際にお迎えにみえる方々（祖父母の

方等）にも確実にお伝えいただき、徹底いただきますようご協力ください。

５ その他
・学校行事や参観日等の際に、バスパーキング内の空いている駐車スペースも、保護者用駐車場とし

て活用する予定です。その場合、各行事等についての学校通知にてその旨をお知らせいたします。

・新学期当初は学校職員と 役員様が要所に立ち、児童の安全指導をいたします。その後も引きPTA
続き、下校時の安全指導を行います。各ご家庭でもできる範囲でご協力をお願いいたします。
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